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《本号の表紙絵》

「野禮幾的爾之圖」
（天明 7〈1787〉年　森島忠良編輯　紅毛雑話　巻之五　順天堂大学山崎文庫所蔵）

現代の世界において電気のない生活は想像もできない．しかし電気を人間が発電して制

御して使用できるようになったのはそれほど古いことではない．電気のことが解り始めた

ころから，医の歴史の中ではそれを使うことがこころみられている．効果のほどは疑わし

いが，そのころに，西欧社会では電気，磁気共に治療法に用いる一大ブームを起こしている．

本号の表紙絵は森島忠良著『紅毛雑話』に載る野禮幾的爾之圖（ゑれきてる）である．そ

の前丁にある『エレキテル』の部分の記述を昭和 18（1943）年刊　長濱重麿著『ゑれきて

る物語』河出書房により紹介する．

「先に家翁國訓法眼の友，後藤梨春が著す所の，紅毛談に出せる圖は，眞物を見ずして書

けるなり．今左に圖する物は，家蔵のゑれきてるを圖寫したるなり．別に散圖を作て詳に

説を記す．此器たるや，遠西の人，電光の理を究めて作り初たりといへり．翫器の中の最

もめづらしむべき物なり．全圖の如く箱を居上に釣れる横筒に金絲を狹み，其端を床に座

したる人に持しむ．扨紡車を廻す如く廻し，良有て火の取棒を，彼床に座したる人の躱に

あつれば，所として火をださざる事なし．（燧して出る火の如しもとより人を焼べき物にあ

らず）近頃鵬翔公子，種々のエレキテルを新製したもう内，略式の物に至りては真鍮の横

筒を竹筒に換，硝子車を，磁器の陶に替えて造り見るあり．去とも其用，本式の物に違う

事なし．」

長濱の『ゑれきてる物語』によれば，［エレキテル］は羅甸名「エレキトリユム」または「エ

レキチイリテイト」などの訛轉なり．琥珀本力又元力ともいえる意にして……とあり，い

わゆる静電気現象を表す言葉であった．

このような翫器の，和蘭甲比丹による江戸参府時の公儀への進献が安永 3（1774）年，平

賀源内の製作したのが安永 5（1776）年とされている．奇器〔人身の火をとりて病をいやす

器なり〕として今も郵政博物館等に残る．ライデン瓶の発明が 1746年，ガルバニの接触電

気の発見が 1780年，ボルタの電椎及び電池の発明は 1799年である．フランクリンの雷への

凧揚げが 1752年，同じフランクリンがアメリカ独立戦争中に合衆国独立宣言を起草したの

は 1776年である．電気物理学の金字塔であるファラデーの電磁感應（誘導）の発見は 1831

年のことである．

この図の 3人の表情の愉しげな様子は同時代の江戸の嫋やかさを伝えてくれが，森島忠

良は 230年後の現代社会の電気や医療の世界をどのように予想していたのだろうか．
（渡部　幹夫）


